
  令和８年６月１９日 

 

 

 

 

ふくおか未来型園芸農業創出コンソーシアムを設立 

～全国でも類を見ない「未来型園芸農業」への挑戦に向けた協定締結～ 

 

 

 

 

 

 

 

※ ①超効率型・高付加価値生産モデルの確立、②「ゼロカーボン農業」の構築、 
③世界に通用する園芸品種の開発 

１ 日 時 

令和８年６月２６日（金）１０時００分から１０時３０分まで 

２ 場 所 

福岡県庁８階 特別会議室 

３ 出 席 者 

〇 参画団体 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 県 

〇 来賓 

 

                          

株式会社安川電機 松浦 英典（まつうら ひでのり） 副本部長 

株式会社アイナックシステム 稲員 重典（いなかず しげのり） 代表取締役 

株式会社アグリス 中村 裕之（なかむら ひろゆき） 代表取締役 

株式会社ｗｅｌｚo 金尾 佳文（かなお よしふみ） 代表取締役社長 

株式会社西部技研 井上 宏志（いのうえ こうじ）   開発本部長 

福岡県農業協同組合中央会 乗富 幸雄（のりとみ ゆきお） 代表理事会長 

全国農業協同組合連合会福岡県本部 栁   健二（やなぎ けんじ）   県本部長 

福岡八女農業協同組合 野中 公彦（のなか きみひこ）   代表理事組合長 

国立大学法人九州大学 石橋 達朗（いしばし たつろう） 総長 

国立大学法人九州工業大学 安永 卓生（やすなが たくお） 学長 

学校法人久留米工業大学 日野 伸一（ひの しんいち） 学長 

農研機構九州沖縄農業研究センター 兼松 聡子（かねまつ さとこ） 所長 

福岡県 服部 誠太郎 知事 

福岡県教育委員会 寺崎 雅巳 教育長 

福岡県議会 藏内 勇夫 議長 

 吉田 浩一 農林水産委員会委員長 

本県の農業産出額の約６割を占める園芸農業をさらに発展させるためには、
生産性の向上と環境負荷低減を高次元で両立する「未来型園芸農業」への転換
が不可欠です。 

この度、産学官が有する高度な技術や知見を活用し、未来型園芸農業（３つ
のチャレンジ※）の実現に向けた革新的なプロジェクトを強力に推進するため、
農林業総合試験場を司令塔とする「ふくおか未来型園芸農業創出コンソーシア
ム」を設立することとなりました。本コンソーシアム設立にあたり、知事をは
じめ、参画する県内の産学官１４団体代表者が一堂に会し、今後の連携に向け
た決意を新たにする協定締結式を執り行います。 

農林水産政策課 

直 通：092-643-3469 

内 線：３８２７ 

担 当：藤井、古野 



４ 開 催 内 容 

（１） 知事あいさつ 

（２） 企業代表あいさつ（株式会社安川電機 松浦副本部長） 

（３） 大学代表あいさつ（国立大学法人九州大学 石橋総長） 

（４） 生産者団体代表あいさつ（福岡県農業協同組合中央会 乗富会長） 

（５） 来賓あいさつ（福岡県議会 藏内議長） 

（６） 協定書署名 

（７） 記念撮影 

 

 

【添付資料】 

 ふくおか未来型園芸農業創出コンソーシアム 概要 


